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　IOO　500　1000　以上?????????????????????? ?ー??? ??? ??????????
大規模工場．
工場数　職工数
??????? ???? ??3? ???? ????? ?　　人　　％481，070（31．6）84，098（40．3）
76，55フ（50，7）
55，864（33．1）
34，644（2フ，3）
35，858（60．8）
18，996（22．0）
12，081（23．9）
16，968（39．4）
ll，017（24．1）
17，614（51．7）
　9，662（31．5）
　8，l19（25．7）
　　0
　4，145（15．3）
　584（　2．8）
12，811（42．9）
IO，009（23．8）
　8，002（37．フ）
　4，390（32．6）
　2，956（26．7）
合を示す。
工業地帯を構成する諸府県と
対照的なものが，染織部門の
ウェイトが極端にたかく，こ
の染織の存在によって主要工
業県となっている諸県であ
り，長野，福井，石川にその典
型をみる。いずれも紡織部門，
さらにはそのうちの一産業の
みをもつ工業県であるが，こ
こに総合的な工業地帯と対照
的な単一部門・単一産業の地
方的工業地域をみることがで
きる。この総合的な工業地帯
としての大阪，兵庫，東京・
神奈川と地方工業地域として
の長野，福井，石川を両端と
してこの間に多様な構成上の
特徴をもつ工業県が存在して
おり，それらがあいまってわ
が国工業地域を構成している
のである。その際とくに注目すべきことは，第ll表の下欄にみるように上位
11～20位の諸県の合計において染織のウェイトが最大であり，上位10府県の
中位以下から11～20位の半ばにかけてのところに染織のウェイトのたかい染
織工業県が位置していることであり，このことからわが国工業地域における
染織工業地域のウェイトのたかさをみることができるであろう。
　21位以下の下位県になるとこの染織のウェイトは低下し，飲食物，雑工業
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のウェイトがたかまる。工業県としての地位のひくい諸県にあっても，飲食
物，あるいは雑工業などを中心として，伝統的産業を基盤とした有力な産地
が形成きれていたであろう。
　（ロ）主要産業府県における工場の存在状況
　以上，主要工業府県の工業構成の特徴を検討してきた。ここではこれら主
要工業府県における工場の存在状況を概観し，工業地域としての特徴を吟味
したい。　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　’
　この年には全国の職工5人以上工場の数は43，949工場で，うち原動機使用
のものは61．3％，その職工数は1，520，466人，うち男工の割合は46．4％であ
る。1工場あたり職工数は34．6人となる。以下，第12表により府県別に検討
していく。工場数が最大なのは大阪でここに5，272工場が集中し，ついで愛
知，東京が5千工場台，兵庫，京都が2千工場台，福井，福岡，静岡，北海
道，群馬，新潟が1千工場台となっている。あらゆる部門の生産が集申して
いた大阪，兵庫，東京には，また多数の工場が存在し，職工数も合わせて約
52万9千人であり，その集中は著しい。　3府県ともに1工場あたり職工数は
全国平均をうわまっている。これら3府県にみられるいっそうの特徴はその
規模別構成にある。全国での10人未満の工場のウェイトは45．8％，10～30人は
35．6％であるが，これら3府県はいずれも10人未満という零細工場のウェイ
トがたかいところである。同時に大規模工場のウェイトは工場数において東
京が全国をやや下まわるほかはいずれもうわまわり，その職工数においては
あきらかにたかくなっている。これらわが国最大の工業府県にはいずれも大
規模工場が存在してそのウェイトがたかいとともに多数の小規模工場が存在
しているのである。東京と接続して京浜工業地帯を形成している神奈川には
工場数は多くないが職工の集申が著しく，1工場あたりの規模が大きい。京
浜工業地帯における大工場のウェイトをいっそうたかめるものとなってい
る。福岡は！工場あたりは全国平均を下まわり，小工場のウェイトがたかい
が，他方では大規模工場のウェイトもたかい。
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　愛知はきわだった特徴をみせる。工場数は大阪につぐ4　，655工場でそれは
全国工場数の実に1Q．6％にあたるが，職工数は8．3％にとどまり，1工場あ
たり27．2％で，全国平均よりかなり小さい。10人未満工場が全国をうわまわ
り，他方，大工場のウェイトは小さい。原動機使用工場の割合は小さく，男
工率も小さい女子労働力に依存する小工場群の存在するところである。同じ
く染織工業府県にあって京都は同様の傾向を示し，また，福井，石川がいっそ
うの小規模工場の存在をもってきわだった特徴をみせている。同じく染織工
業県でありながら長野は職工の集中が著しく，　1工場あたり職工数は最大で
ある。10人未満工場が極端に少なく，動力化の著しくすすんだ中規模工場の
ウェイトがたかく，製糸業が女子労働力によりながらこれら中規模工場によ
って支えられていることを示している。静岡，群馬がこの特徴を若干備えて
いるが，これらには他部門の特徴を反映したものとはただちにはいいがた
い。岡山は1工場あたり規模が大きく，大規模ないし中規模工場の存在をも
って特徴づけられるが，紡績業の存在がそれをもたらしたものと思われる。
　主要工業府県における工場の存在状況は多様であるが，以上の各府県につ
いての検討から，まず指摘したいことは，京浜，阪神という大工業地帯には
大工場が集申しているとともに零細工場が多数存在していることである。大
工業地帯が同時に中小・零細規模の密集地域でもあるということが日本の工
業地帯にとくに顕著な現象であり，それがこの時期におおいに促進されたと
　　　　　　（20）いわれているが，ここでの検討によってもこのことはあきらかであろう。ま
た，地方工業地域の多くは染織工業地域であったが，そこには長野のa“とく
申ないし大規模工場群の存在するものとともに，福井，石川のごとく小工場
群の存在によって工業県となっているものがあり，地方工業地域の多くがこ
の小工場によって支えられていたのである。以上のことがらが主要工業府県
における多様な工場の存在状況のなかにみられる著しい特徴であるといい得
（20）川島前掲（2＞論文，81頁。
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るであろう。
　（4）工業地域の諸類型と今後の課題
　以上において部門別生産Q特定府果への集申度と主要工業府県の工業構
成，工場の存在状況を検討してきたが，その結果をふまえて工業地域の諸類
型をあきらかにし，今後の課題を指摘したい。
　前節でみたような偏奇的構成をとるわが国工業は，そのいずれの部門にお
いても特定地域への集中が顕著であること，とくにあらゆる部門において大
阪，兵庫，東京・神奈川への集中が著しく，これら諸府県は多様の諸産業を
もち，多数の工場が存在する総合的な工業地帯を形成していることをみてき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）た。そこにはここでみてきた民営工場に加えて官営工場の存在も著しく，重
化学工業のウェイトのたかい，わが国の重化学工業の中心地であった。たち
おくれているわが国の第1部門はこれらの諸府県に集中的な結集をみせつつ
展開している。同時に雑工業，飲食物にいたるまでの最大の産地をなしてい
る。
　この総合的な工業地帯を構成する諸府県と対照的なものとして，特定部門
における著しい集中をみせ，それによって主要工業府県となっているものが
ある。愛知，長野，福井，石川がその著例であり，とくに長野は製糸，福
井，三川は織物というように特定個別産業に単一的に集中した地方工業地域
を形成しているのである。工場も多数存在する近代的地方工業：地域であると
いい得よう。上位工業府県の多くが，たとえ他部門をもちそのウェイトがや
やたかくとも，それぞれの府県の全工業生産額の6割から7割以上を紡織が
占めており，わが国近代地方工業地域における染織工業地域の占めるウェイ
トはきわめて大きい。前節でみた輸出産業として特異な展開をとげていたこ
（21）　「大正ll年全国主要工場鉱山名簿』によると，官営工場数は工13工場，職工数は
　180，700人目あるが，府県別に職工数の多い順に工場数，職工数をあげると，広
　島工場数6一職工36，590人，東京24－31，562人，神奈川3－20，620人1．福岡5－
　19，679人，長崎1－12，093人，大阪6－ll，324人，京都6－9，832入となる。
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の染織部門は，各地に多彩な紡織工業地域を形成せしめ，それがわが国工業
地域の重要な構成部分をなしているのである。この染織工業地域をはじめと
して，本節の2項でみた部門別主要諸県がそれぞれ近代工業地域をなしてい
るのである。
　ここで注意しておきたいことは，前項での工場の存在状況からあきらかと
なった福井，石川を典型例とする小工場群からなる地元資本の投下によって
成立する地方工業地域と，化学その他にみられた外部資本によって形成され
た地方工業地域との二つのグループがあることである。
　第三は，その産業部門の産額が大きくないために統計的には容易に把握し
がたいが，なお各地に存在している地方特産地である。本節でもみたが，雑
工業として一括されている部門にふくまれているさまざまな雑品産業の多く
が東京，大阪，兵庫などに集中しているなかで，蘭莚・野草莚が岡山，香川
に多く，また二二真田が岡山に多いなど，それぞれの部門において地方的特
産地が形成されており，これが上の二者とともにわが国の工業地域を構成す
るものとなっているのである・
　ところで，従来，わが国の工業地域の構成についてはつぎのように把握さ
れてきている。
　日本の工業地帯に関するすぐれた著作とされている山本正男編『日本の工
業地帯』　（第一版）は，京浜，阪神，中京，北九州の四大工業地帯について
その形成過程が検討されているものであるが，ここでの工業地域についての
記述を整理すると，工業地域をつぎのように分類しているといえよう。④四
大工業地帯，◎財閥を疑心とした大牟田，新居浜におけるコンビナート的工
業都市，これと類似したものとして，日立市，延岡市，宇部市，室蘭市，，刈
谷市をあげている，⑳軍工廠を中心とした軍事的のつよい呉，佐’世保，長
崎・徳山，㊥石炭産地，金属鉱山を基礎とする小工業都市，㊥古くからの特
産品の製造による地方小都市，織物，陶磁器，鋳物，金物，紙，足袋の産：地
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）があげられる，㊦四大工業地帯の衛星都市や新しい工業地帯。
　多くの第一線の経済地理学者によって書かれた　『日本の工業と工業地帯』
は，その篇別構成のうえでわが国工業地帯をつぎのように分類している。④
京浜，東海，中京，阪神，瀬戸内，北九州の各工業地帯，◎地方的工業地域
一北海道，東北，東北内陸部，関東内陸部，東山，北陸，近畿内陸部，山
陰，四国太平洋岸，九州の9地区（これらの9地区はさらにいくつかの工業
地域から構成されている），◎特産的工業地区一織物工業，陶磁器工業，漆
　　　　　　　　　　　　　　　　（23）器工業，その他（金物，刃物その他）。
　この両者において注目すべきことは，ともに，本稿での検討によってわが
国工業地域の重要な構成部分であることをみてきた紡織工業地域などが，た
んなる特産的地方工業地域とされていることである。いずれも今日的問題関
心からの現在の日本工業地域高分であることによってそのような位置づけと
なっているのであろう。それらと異なり，日本の工業地域の形成過程そのも
のを研究された板倉勝高氏の『日本工業地域の形成』は，　日本の工業地域を
その発生要因によめ，特産品工業地域，近代工業：地域（地方工業地域），大
都市工業地域，近在必要工業地域に区分し，前三者について検討している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）伝統・在来工業地域が今日まで存続したものを特産品工業地域とされ，．諏訪
盆地における工業変容が検討されるが，機械，食品を申心とする現在の近代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）工業地域の形成に先行する生糸段階を特産品工業：地帯ときれている。ここに
おいても，戦前期のわが国産業を代表する生糸が特産品とされ，当時のわが
国の近代的工業地域のひとつの典型をなす諏訪製糸業地域が特産品工業地域
とされているのである。
　資本主義確立段階にとどまらず，ひろく戦前期を通じてわが国工業構成は
（22）　山本前掲（2）編著書，7～9頁。
（23）　奥田義雄他著r日本の工業と工業地帯』　（図説日本国土大系第5巻），1967年，
　誠文堂新生社，74～298頁。
（24）板倉勝高r日本工業地域の形成』，1966年，大明堂，6頁。
（25）板倉前掲⑳，58～76頁。
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第∬部門の優位という顛倒性をもち，　とくに繊維産業が決定的ウェイトを占
めてきた。ここにあげた製糸業にしても，わが国工業生産上の大きなウェイ
トを占めるのみでなく，輸出産業として決定的重要性をもってきたのであり
大規模工場工業として存在しているのである。在来的産業ではあるが，安政
の開港以来のわが国の輸出品の大宗であり，そのようなものとして再編さ
れ，急速な発展をとげてきたのである。それはその量および質において，た
だに特産品というべきものではなく，この時期のわが国の代表的産業であっ
た。同じ紡織部門のうちの織物業についても同様であり，また，その他の部
門における諸産業1ζついても同様であろう。資本主義確立段階における工業
地域の区分，あるいは類型化においては，本稿ではこれらをわが国の近代工
業地域の主要なものとして位置づけているのである。　この各地に存在する地
方工業地域について，その形成過程をその地域の経済構造とその中軸となる
産業の成立・発展の諸条件との関連のうちに検討することを今後の課題とし
たい。
一79一
